
■ 市会のしくみ─　市政と市会 

　市では，福祉，教育や都市基盤整備など，市民の生活に深く関わる様々な仕事をしています。 
　 
　このため，市政には，市民の意見が十分反映されていなければなりません。 
　 
　そこで，市民は，その代表者として，市会議員や市長を直接選挙し，市政の運営をゆだねています。 
　 
　市会は，条例案など市政に関する様々な審議を行い，市としての意思や基本的な方針を決める議決機関と
しての役割を持っています。一方，市長は，市会の決定に基づいて，市民のための仕事を実際に進めていく
執行機関としての役割があります。また，市会は，市政が適正に行われているかどうかを監視する役目も持
っています。 
　 
　このように，市会と市長は，独立・対等で車の両輪のような関係にあり，互いに協力・けん制し合いながら，
市民のためのより良い市政の実現に努めています。 

　京都市会では、市会のしくみや活動状況など
の最新情報をホームページでお知らせしています。 
　どうぞご覧ください。  

アドレス：http://www.city.kyoto.jp/shikai/ 
問合せ先：市会事務局政務調査課 
　　　　　1222-3697

　 
 
◇議長・副議長のあいさつ 
◇市会のしくみ 
◇議員名簿 
◇定例会・臨時会の結果 
◇会議録検索システム 

掲 載 内 容 
　 

 
◇Web版「京都市会だより」 
◇請願・陳情の案内 
◇傍聴等の案内 
◇情報公開制度の案内 
◇市会からのお知らせ 

京都市会だより 第 23 号　平成14年11月15日（4）

古紙配合率100％再生紙・大豆油インクを 
使用しています 

自民党＝自由民主党京都市会議員団（25人）、共産党＝日本共産党京都市会議員団（20人）
民主･都＝民主・都みらい京都市会議員団（13人）、公明党＝公明党京都市会議員団（12人）
京都21＝京都21市会議員クラブ（2人）

9月定例会で審議された市長提出議案65件と議員提出議案13件の審議結果は、次のとおりです。
（○＝賛成、×＝反対）

会　派　名 議員数 電話番号

自 由 民 主 党
京都市会議員団 25人 222─3718

日 本 共 産 党
京都市会議員団 20人 222─3728

民主・都みらい
京都市会議員団 13人 222─3724

公 明 党
京都市会議員団 12人 222─3732

京 都 21
市会議員クラブ ２人 222─3739
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９月定例会では、13年度公営企業会計決算を審議す
るため、９月11日に公営企業決算特別委員会を設置し、
病院、水道、公共下水道、自動車運送（バス）、高速鉄
道（地下鉄）の決算を付託し、局別の質疑や市長・副市長
に対する総括質疑を行うなどの審査を行い、10月8日の

本会議で委員長から審査の経過と結果を報告しました。
報告の後、付託決算の議決が行われ、すべて委員長

報告のとおり、認定されました。なお、13年度公営企
業会計決算に付けた意見は次のとおりです。
（○＝付す意見に対し賛成、×＝付す意見に対し反対）

市会が水道事業及び公共下水道事業特別会計決算に付けた意見［全文］
不納欠損金について、水道局は前年度と比較すると件数で約４倍、金額で約３.５倍であり、下水道局では件数

で約４倍、金額で約７倍と大幅に増加している。その増加の理由は、大口の使用者が破産したことや、徹底した
調査による適切な欠損処理によるものとされている。よって理事者は、今後とも更に未収金対策を実施するとと
もに、的確な欠損処理を着実に推進するべきである。 （自民○、共産×、民主○、公明○、京21○）
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健康保険法等の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 ○ × ○ ○ ○

条例改正案
消防団員退職報償金支給条例、火災予防条例

可　　決
○ ○ ○ ○ ○

市立中学校条例 ○ × ○ ○ ○

その他の
議　　案

工事請負契約の締結（第二東九条コミュニティ住宅（仮称）新築、嵯峨市営住宅新築）、市道路線の認定、市道路線の廃止、
損害賠償の額の決定４件、町の区域の変更、訴えの提起（裁判上の和解を含む。）40件

可　　決 ○ ○ ○ ○ ○

市長専決（市税条例の改正、都市計画関係手数料条例の改正） ○ ○ ○ ○ ○

人事委員会委員の選任、教育委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦２件

同　　意

○ ○ ○ ○ ○

青少年が健全に育つ社会環境形成に関する基本法の制定を求める意見書、
京都民医連中央病院の検査虚偽報告及び不正請求に関する徹底究明を求める決議

可　　決
[意見書・
決議 2･3
面参照] ○ × ○ ○ ○

個人情報保護法の早期制定を求める意見書 ○ × × ○ ○

議員提出
議　　案

特別委員会の設置、個人情報保護法に関する意見書、京都民医連中央病院の検査結果虚偽報告に関する決議 × ○ × × ×

件　　　　　　　　　名 審議結果

会　派　名

条例制定案
伝統的景観保全に係る防火上の措置に関する条例

可　　決
○ ○ ○ ○ ○

13 年 度
決　　算

公営企業会計（病院事業、水道事業、公共下水道事業、高速鉄道事業） 認　　定
[付す意見
下欄参照]

○ ○ ○ ○ ○

公営企業会計（自動車運送事業） ○ × ○ ○ ○

承　　認

可と認む

日朝国交正常化交渉と「拉致事件」の真相究明を求める意見書、森林・林業・木材関連産業政策の確立を求める意見書、安全で快
適な学校を目指し施設改善を求める意見書、税制上の軽減措置等「ヒートアイランド対策」の推進を求める意見書、少子化社会対
策基本法の早期成立を求める意見書、奨学金制度の拡充を求める意見書、元市幹部職員の続発する不祥事に関する決議

○ ○ ○ ○ ○

否　　決


